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底面遮水工における事前調査(掘削前)ボーリング施工計画

1. 事前調査の目的

(1) 止水矢板工を設置する底面遮水工設置範囲（Ａ、Ｂ工区）

底面粘土層の欠損範囲が「止水矢板工の設置範囲」および「廃棄物掘削計画範囲」に納まってい

ることを確認し施工を確実に行うため、それぞれの止水矢板の 4 隅付近の廃棄物の法尻にてボーリ

ング調査を実施します。

(2) 止水矢板工を設置しない底面遮水工設置範囲（Ｄ、Ｅ工区）

底面粘土層の欠損範囲が「廃棄物掘削計画範囲」に納まっていることを確認し、施工を確実に行

うため、廃棄物の法尻付近にて、それぞれ約 30ｍ毎に 3 箇所程度のボーリング調査を実施します。

(3) 調査の内容

底面粘土層（Kc3 層）についてはボーリング調査による層厚の確認と併せて、室内土質試験（粒

度試験、室内透水試験）を実施します。

また、廃棄物土の物性変化に対応した掘削・選別計画の策定のため、ボーリングはオールケーシ

ング掘りとし、全層の試料を採取します。

ボーリング断面図

2. 事前調査の施工方法

(1) 調査位置と施工数量・仕様

施工位置は図－1、施工数量及び仕様は表－１のとおりです。
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場所 調査項目 数量 ボーリング長 備考

Ａ、Ｂ

工区

・底面粘土層（Kc3 層）の上端地盤高さの確認

・全層の試料採集

7 本

(No.1、3～8)
20ｍ程度 －

・底面粘土層（Kc3 層）の地盤高さと層厚確認

・下部砂層（Ks2 層）の地盤高さと層厚確認

・全層の試料採集

1 本

(No.2)
25ｍ程度 －

・土の 3 軸透水試験（底面粘土層 Kc3 層）
1 箇所(No.8)

80cm×1 深度 不撹乱試料

・土の粒度試験等（底面粘土層 Kc3 層） 3 深度 －

Ｄ、Ｅ

工区

・底面粘土層（Kc3 層）の上端地盤高さの確認

・全層の試料採集
3 本 20ｍ程度 －
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表－1 施工数量一覧表

図－1 調査位置図

【凡例】

調査位置

底面粘土透水試験試料採取位置

図－2 Ａ工区詳細調査位置図

GL=150.46H16-2

KW6

140.47

140.39

140.36

140.34

140.00

140.00

140.47

145.36

145.37

145.36

140.65

140.48

140.04

145.22

140.38

145.01

FY09

KAN-1

KAN-2

P5

150.99

150.72

FZ114

FZ113
FIK02

県No.8

B-3（2-1）

H16-2

A-2

A-3

県No.9

ｳ-2

ｲ-1

ｲ-3

ｳ-3

ｴ-2

ｴ-1

ｴ-4(2)

300
0

3000

3000

3000

NO.3

NO.2

R-
70

底面遮水工Ｖ＝1,742m3No.4
No.1

No.3

No.2



3

図－3 Ｂ工区詳細調査位置図

図－4 Ｄ・Ｅ工区詳細調査位置図
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(2) 施工方法

1) Ａ、Ｂ工区 No.1、3～7 及びＤ、Ｅ工区 No.9～11

バイブルドリル機（ECO-3V）による無水オールケーシング削孔で、下記の順序で地層の地盤高を

把握しながらボーリング調査を実施し、合わせて全層の試料を採取します。

①無水オールケーシング削孔で廃棄物層下端地盤高確認

→ ②底面粘土層（Kc3 層）の上端地盤高確認

→ ③ケーシング引き上げ時に、削孔穴にセメントミルクを充填

2) Ａ工区 No.2

No.2 では上記に加え、Kc3 層の層厚の確認、Ks2 層の地盤高及び層厚の確認を行います。

①無水オールケーシング削孔で廃棄物層下端地盤高確認

→ ②底面粘土層（Kc3 層）の上端地盤高確認

→ ③底面粘土層（Kc3 層）の下端（＝下部砂層（Ks2 層）の上端）地盤高確認

→ ④砂礫層（Ks2 層）の下端（＝底面粘土層（Kc2 層）の上端）地盤高確認

→ ⑤ケーシング引き上げ時に、削孔穴に無収縮モルタルを充填し、粘土層の欠損部を補修

3) Ｂ工区 No.8

ロータリーボーリング機による無水オールケーシング削孔で、下記の順序で地層の地盤高を把握

しながらボーリング調査を実施し、合わせて全層の試料を採取します。

また、粘土層の不撹乱試料（80cm×2 深度）を採取します。

①無水オールケーシング削孔で廃棄物層下端地盤高確認

→ ②底面粘土層（Kc3 層）の上端地盤高確認

→ ③粘土層の不撹乱試料（80cm×1 深度）の採取

→ ④ケーシング引き上げ時に、削孔穴に無収縮モルタルを充填し、粘土層の欠損部を補修

3. 工程表

事前ボーリング調査の工程表は表－2のとおりです。

表－2 工程表

5 10 15 20 25 30 5 10 15 20 25 30
準備工 式 1
ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ調査工
A,B工区 箇所 8
D,E工区 箇所 3

室内土質試験 式 1
報告書作成 式 1

平成26年10月 平成26年11月
工種・種別 単位 数量


